
基礎論文レポート（続き）

先週の質問

p7, As, hsは分からないんじゃないのですか？

regulatorを入れることによって解決されることと、
問題点について。

浅野氏
Rakhmanov+ Rank deficiency and Tikhonov regularization in the inverse problem for 
gravitational wave bursts CQG 23 S673
http://yukimura.hep.osaka-cu.ac.jp/~asano/Burst20140502.pdf

次回は横澤氏による時間周波数変換に関する論文レポート

14年5月16日金曜日
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バースト探査パイプライン進捗状況

データ取得部分はLIGOに準じる。つまり、まずキャッシュファイルを作って、それを用いて
解析するデータを取得する。この部分は主にラッパーで開発。データベースができたらそれ
に対応させる。

http://gwdoc.icrr.u-tokyo.ac.jp/cgi-bin/private/DocDB/ShowDocument?docid=2382
バースト解析パイプラインの計画

KAGALI+LALライブラリ＋Haskellラッパーで、
少ない工数＋高速＋少ないランタイムエラー＋ユーザーフレンドリー
なパイプラインを開発していく。

https://github.com/gw-analysis/detector-characterization/blob/master/HasKAL/src/HasKAL/FrameUtils/PickUpFileName.hs

14年5月16日金曜日
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ライン除去

以上の方法は大抵のデータを安定してホワイトニングできるという強い利点があるが、ライ
ン周辺については強い重みがかかって重力波も落としてしまう。また、ラインのリアルタイ
ム変動に考えない。そこでラインをあらかじめ低減させてから、その影響を抑える研究も考
えられ、それについて浅野氏が検討を始める。

14年5月16日金曜日



Event Trigger Generation

Q transform on NGFの実装について設計中。Cudaを使ってGPUプログラミングか、Cでいいか。

他の時間周波数変換について横澤氏が次回(?)レポート

14年5月16日金曜日


